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去
る
2
月
26
日
、
笠
間
市
友
部

公
民
館
で
、
福
祉
活
動
に
た
ず
さ
わ

る
人
々
が
集
い
、
第
6
回
笠
間
市
社

会
福
祉
大
会
（
2
年
に
1
回
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
6
団
体
・
16
人
が
笠
間

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
善
意
銀
行

へ
の
寄
付
で
、
3
団
体
・
3
人
に
対

し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
に
は
、
落
語
家
の
桂
花

團
治
氏
か
ら
「
街
角
に
生
き
る
笑
い

の
力
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
団
体
役
員

　

枝　

川　

信　

子

　
　

社
会
福
祉
法
人　

尚
生
会
評
議
員

　

飯　

村　

た
か
子

　
　
笠
間
在
宅
介
護
者
の
会
「
せ
せ
ら
ぎ
」
副
会
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

配
食　

さ
く
ら

　

配
送　

ひ
だ
ま
り

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

お
は
な
し
の
会　

サ
ル
ビ
ア

　
�

笠
間
市
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
会　

岩
間
支
部

　

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
会

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
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藤　
　
　

肇

　

永　

井　
　
　

久

　

野　

口　

賢　

男

　

岡　

野　

博　

之

心
配
ご
と
相
談
員

　

高　

橋　

幸　

子

　

鈴　

木　

悦　

子

　

芥　

川　

麗　

子

　

嶌　
　
　

英　

彦

支
部
社
協

　

浦　

川　

京　

子　

こ
う
ゆ
う
会

　

竹　

本　

秀　

子　

こ
う
ゆ
う
会

　

桑　

野　

郭　

延　

宍
戸
支
部

　

山　

本　

弘　

子　

宍
戸
支
部

　

調　
　
　

朝　

幸　

大
旭
支
部

　

菅　

谷　
　
　

亨　

北
川
根
支
部

善
意
銀
行
へ
の
寄
付

　

河　

本　

昭　

三

　

仲　

田　

米　

蔵

　

打　

越　
　
　

貢
（
故
）

　

青
葉
町
長
寿
会

　

笠
間
ソ
フ
ト
メ
ン
橋
本
屋

　

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

	

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

講
師
は
、
落
語
家
と
大

阪
青
山
大
学
健
康
こ
ど
も

学
科
客
員
教
授
と
い
う
二

足
の
草
鞋
を
履
く
桂
花
團

治
先
生
。
ス
テ
ー
ジ
の
袖

か
ら
登
場
す
る
や
、「
大

阪
か
ら
新
幹
線
を
利
用
し

友
部
駅
に
着
い
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
ま
で
護
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
」と
の
ご
あ
い
さ
つ

（
笑
い
）。

　

さ
す
が
落
語
家
さ
ん
、
一
瞬
の
う
ち

に
客
席
の
心
を
つ
か
ま
え
る
。

　
「
笑
い
は
緊
張
の
緩
和
で
す
」
笑
う
と

息
を
吐
く
、
緊
張
す
る
と
息
を
吸
う
、

笑
い
と
緊
張
が
う
ま
く
い
っ
た
と
き「
息

が
合
う
」と
い
う（
成
る
程
）。

　

池
の
鯉
に
向
か
っ
て
10
円
玉
を
投
げ

入
れ
て
い
る
人
に
、「
何
を
し
て
い
る

の
？
」
と
尋
ね
る
と
、
看
板
に
鯉
の
餌

10
円
と
書
い
て
あ
る（
笑
い
）。

　

投
書
箱
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
声
を

掛
け
て
い
る
人
に
、「
何
を
し
て
い
る

の
？
」
と
尋
ね
る
と
、
あ
な
た
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
書
い
て
あ
る（
笑

い
）。

　

笑
い
の
ネ
タ
が
次
か
ら
次
へ
と
飛
び

出
し
て
く
る
。

　

チ
ン
ド
ン
屋
の
人
た
ち
は
楽
器
を
弾

く
プ
ロ
で
す
が
、
時
々
音
を
外
す
。
相

手
に
隙
を
見
せ
る
こ
と
で
場
の
雰
囲
気

を
和
ら
げ
、
笑
顔
を
作
ら
せ
て
い
る
の

だ
そ
う
だ
。

　
「
今
日
は
何
曜
日
や
」「
日
曜
日
と
違

い
ま
す
か
」「
そ
や
日
曜
日
や
」
な
ど
、

日
常
会
話
の
な
か
で
も
決
定
権
を
相
手

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
も
人
間
関
係
を
和
や

か
に
す
る
も
の
だ
と
。

　
「
笑
い
」に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
「
気
分
が
良
く
な
り
、
元
気
や
健
康

に
つ
な
が
る
笑
い
」「
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
出
す
笑
い
」「
イ

ヤ
な
気
持
ち
や
不
安
と
サ
ヨ
ナ
ラ
す
る

た
め
の
笑
い
」
…
な
ど“
薬
”
に
な
る
笑

い
が
あ
る
。
一
方
で「
人
を
傷
つ
け
る
笑

い
」「
格
差
を
つ
く
り
出
す
笑
い
」
…
な

ど“
毒
”
に
な
る
笑
い
も
存
在
し
ま
す
。

薬
に
な
る
笑
い
に
多
く
出
会
い
、
笑
い

の『
ツ
ボ
』
を
心
得
る
こ
と
で
、
人
も
街

も
、
も
っ
と
い
き
い
き
・
和
や
か
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
笑
い
の
力
」は
社
会
福
祉
の
心
構
え

に
も
通
ず
る
と
感
じ
ま
し
た
。	

（
髙
野
）

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝

演 題　「街角に生きる笑いの力」
記念講演 講師 落語家  桂　花團治先生

　1962年大阪生まれ。
　幼少期から吃音や赤面性になやみ、いじ
めを経験するも、たまたま演じた漫才で笑い
をとったことから「笑わせる」楽しさを知り、
いじめを克服する。
　2015年4月に、「三代目桂花團治」を襲名。
現在は自身の経験や悩みから導きだしたコ
ミュニケーション論が評判を呼び、多くの教
育機関で教鞭をとる。企業・自治体からの研
修依頼も多く、自他共に認める「大阪で一番
多く教壇に立つ落語家」である。

桂花團治先生のプロフィール
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3
月
5
日
、
友
部
社
会
福
祉
会

館
で
大
旭
支
部
（
友
部
地
区
）
の
ふ

れ
あ
い
食
事
会
（
80
歳
以
上
の
方
を

招
待
、
出
席
者
70
人
）
が
開
か
れ
、

区
長
・
民
生
委
員
・
支
部
役
員
を
含

む
１
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
菅
原
毅
大
旭
支
部
長
に

よ
る
開
会
の
挨
拶
と
来
賓
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
吉
田
正

次
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ
る
「
湯

の
町
エ
レ
ジ
ー
」「
あ
こ
が
れ
の
ハ

ワ
イ
航
路
」
な
ど
、
懐
か
し
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
野
菊
の
会
」
に
よ
る
お

か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
お
面
の
表
情
と
手
足
の
仕
草
に

心
が
な
ご
み
、
み
ん
な
童
心
に
か
え

り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
小
松
崎
美
恵
子
さ
ん
に

よ
る
「
ち
ん
ど
ん
」「
う
い
ろ
う
売
り

の
口
上
」「
南
京
玉
す
だ
れ
」
等
の

芸
が
演
じ
ら
れ
、
話
芸
と
手
さ
ば
き

の
う
ま
さ
に
沢
山
の
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
な
る
と
、「
に
じ
の
会
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
弁
当
と
和
菓

子
が
配
ら
れ
、
お
互
い
に
隣
同
士
で

話
を
交
え
な
が
ら
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

食
事
の
後
、
記
念
品
と
し
て

「
に
じ
の
会
」
で
作
っ
た
手
編
み
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
入
れ
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。	

（
調
）

　

こ
の
事
業
は
「
困
っ
た
時
は
お
互

い
さ
ま
」
の
精
神
で
、
地
域
に
住
む

人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

家
事
や
育
児
・
移
送
な
ど
の
お
手
伝

い
を
す
る
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
回
は
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
主
に
医
療
機

関
へ
の
送
迎
で
、
介
護
保
険
認
定
者
、

お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

利
用
が
困
難
な
方
の
移
送
で
す
。
要

介
護
3
以
上
の
方
は
、
付
き
添
い
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
―
７
８
―
３
９
３
９

◆
平
成
16
年
か
ら
移
送
サ
ー
ビ
ス
に

関
わ
っ
て
い
る
方
に
、
注
意
点
な
ど

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

・
こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
12
年
。
水

戸
の
病
院
へ
行
く
時
は
、
時
間
が
か

か
り
利
用
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
安
全
運
転

に
心
が
け
て
走
行
し
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ト
車
（
車
イ
ス
ご
と
入
れ
る

車
）
を
使
用
す
る
時
は
、
声
を
か
け

な
が
ら
安
全
を
確
か
め
て
ベ
ル
ト
を

付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。	（
M
）

◆
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
70
歳
位
ま
で
の
方
）

・
活
動
を
始
め
る
前
の
注
意
と
し
て
、

茨
城
福
祉
移
動
サ
ー
ビ
ス
団
体
連
絡

会
が
主
催
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
運
転

者
認
定
講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。
年
2
回
の
予
定
で
、
開
催
地

は
様
々
で
す
。
2
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、
こ
こ
で
の
修
了
証
が
な
い
と

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

（
テ
キ
ス
ト
代

1
5
0
0
円
は

自
己
負
担
で
お

願
い
し
ま
す
）

	

（
関
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
言
葉
は
よ
く
耳

に
し
て
も
、
活
動
す

る
と
な
る
と
敷
居
高

に
感
じ
て
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
し
ま
う
方
は

ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
意
外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
明
確
な
定
義
は
な
く
、
①
自
分

に
あ
っ
た
身
の
周
り
の
こ
と
か
ら

始
め
る
。
②
相
手
を
尊
重
し
て
活

動
す
る
。
③
無
理
な
く
長
く
続
け

る
。
④
た
え
ず
学
習
し
、
自
分
自

身
の
成
長
に
つ
な
げ
る
。
と
い
う

4
つ
を
踏
ま
え
れ
ば
い
つ
で
も
誰

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
社
会
で
様
々

な
問
題
が
表
層
化
す
る
昨
今
、「
地

域
力
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
真
の
豊
か
さ
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待
と
、
活
躍
す

る
場
が
益
々
増
え
る
と
い
う
意
味

で
も
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
難

し
く
て
も
、
自
宅
で
出
来
る
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
興

味
を
感
じ
た
な
ら
、
ぜ
ひ
社
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。	

（
入
江
）

いい話
ちょっと

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
移
送
利
用
料
（
利
用
券
で
）

　

1
時
間
7
0
0
円

・
ガ
ソ
リ
ン
代
（
現
金
で
）

　

市
内
片
道
2
0
0
円

　

市
外
片
道
4
0
0
円

※�

利
用
券
は
1
冊
5
枚
綴
り
で

3
5
0
0
円
で
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

こ
ん
な
活
動
し
て
い
ま
す
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基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人
要介護認定で要支援1・2の判定を受けた人

介護予防・生活支援サービス事業 一般介護予防事業
65歳以上のすべての人

介護予防ケアマネジメント
地域包括支援センターで、本人や家族と
話し合い、ケアプランを作成します。

介護保険の
介護予防サービスが

利用できます

介護保険の
介護サービスが
利用できます

自立した生活が
送れる人

生活機能の低下
が見られた人

介護予防・生活支援
サービス事業対象者

基本チェックリストを受けます

要介護1〜5の人 要支援1・2の人 非該当の人

要介護認定を受けます

　平成29年4月から新しく介護予防・日常
生活支援総合事業が始まります。笠間市社
会福祉協議会においても、要支援者などが
住み慣れた地域で、地域とつながりをもち
ながら、自分らしい暮らしが続けられるよ
う支援していきます。支援内容として、社
協で関わっていく「いきいき通所事業」「ふ
れあいサポート事業」についてご案内いた
します。

介護予防・日常生活支援総合事業
　介護予防・日常生活支援総合事業は、65歳以上す
べての人を対象とした、市が行う介護予防のための事
業です。介護保険の認定を受けていなくても一人ひと
りの生活に合わせた柔軟なサービスを気軽に利用する

ことが出来ます。なるべく介護を必要としない暮らし
をおくるためにも、介護予防・日常生活支援総合事業
を利用して自立した生活を続け、介護予防に取り組む
ための事業です。

　介護予防・日常生活支援総合事業には、要支援1・2と認定された人や、基本チェックリストにより生
活機能の低下がみられた人が利用できる「介護予防・生活支援サービス事業」と、65歳以上のすべ
ての人が利用できる「一般介護予防事業」があります。

● 利用までの流れ

65歳以上の人
笠間市高齢福祉課、支所福祉課に相談します

●訪問介護相当サービス
●ふれあいサポート事業

●通所介護相当サービス
●いきいき通所事業
●ふれあいサロン事業
●元気すこやか教室事業

●介護予防把握事業
●介護予防普及啓発事業
●地域介護予防活動支援事業
●地域リハビリテーション活動支援事業

訪問型サービス 通所型サービス



5 このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

ふれあいサポート事業

いきいき通所事業
　対象者に対し、専門性を伴わないデイサービス等を提供することで、日常生活の孤立感解消や自立した生活
を促進し、高齢者の生きがいづくりと介護予防の支援を目的とします。

　対象者に対し、訪問型サービスを提供し、生活の質の確保及び向上を図るとともに、安心して日常生活を過
ごすことができるよう支援することを目的とします。

● 支援内容と利用料

● 1日のスケジュール ● サービス提供時間

● 利用料金

● 活動日・時間
○毎週　月曜日〜金曜日（但し、祝日・8/13〜8/16・12/28〜1/5を除く）
○午前9時〜17時まで

支　援　内　容 利　用　料 利用料の支払い方
・食事づくり	 ・衣類の洗濯
・住居等の掃除
・生活必需品等の買い物

200円（45分未満の支援）
250円（45分以上60分未満の支援）

・事前に利用券を購入します
・�支援終了後に活動時間分の券を
協力会員に渡します

地　　区 事　業　日 サービス提供時間
友部・笠間 月曜日から金曜日

午前10時から午後3時
岩　　　間 火曜日から金曜日

利 用 料 金 送　迎　あ　り 送　迎　な　し
利用者負担金 1割負担 2割負担 1割負担 2割負担

参 　 加 　 費 254円 507円 203円 406円

9：00	…迎え
	 ↓
10：00	…受付・健康チェック
	 ↓
10：30	
	 ↓	 …レクリエーション
12：00	　昼食・休憩
	 ↓
13：00
	 ↓	 …レクリエーション
14：30
	 ↓	 …休憩・お茶
15：00	…送り

※但し、祝日・8/13〜8/16・12/28〜1/3を除く。

※別途、昼食費が400円〜430円実費負担となります。
※本人の合計所得額が160万円以上の方は、原則2割負担となります。

お問い合わせ先
笠間市社会福祉協議会	 本　　所　℡0296-77-0730
	 笠間支所　℡0296-73-0084
	 岩間支所　℡0299-45-7889

● 支援者
協力会員（市民の方で事業活動に登録した方）
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辞
書
に
よ
る
と
「
奉
仕
者
、
自
ら

進
ん
で
社
会
事
業
な
ど
に
参
加
す

る
。
無
報
酬
で
社
会
事
業
に
参
加
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
好
意
を
持
っ

て
や
っ
て
も
、
相
手
が
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
、
無
駄
と
い
う
人
も
い
ま
す

が
、
素
直
な
心
と
心
身
の
健
康
が
あ

れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
登
録
が
始
ま
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

―
参
加
者
の
声
―

♥
今
回
3
回
目
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
親
切
で
、
細
か
い
ポ
イ
ン
ト

や
コ
ツ
を
よ
く
教
え
て
も
ら
い
、
き

れ
い
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
1
歳
の
子
ど
も
も
預
か
っ
て
も

ら
い
、
安
心
し
て
作
業
が
で
き
ま
し

た
。	

♥
裁
縫
初
心
者
な
私
に
も
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
自

分
ひ
と
り
で
は
作
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
ス
テ
キ
な
手
さ
げ
袋
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
息
子
も
喜
ん
で
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。	

♥
自
分
は
裁
縫
が
大
の
苦
手
で
、
と

て
も
不
安
で
し
た
が
、
先
生
が
と
て

も
親
切
だ
っ
た
の
で
楽
し
く
作
り
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
少
し
ず
つ
色
々
な
物

を
作
り
た
い
で
す
。	

『第一火曜日の会』 これからの予定
4/4（火）地域交流センター Tomoa　見学 10：00～11：30 現地集合

友部駅前1-10（友部駅南口）

5/2（火）グループホーム いきいきの家笠間　施設見学 10：00～11：30 笠間4386-1

6/6（火）点字とスクエアステップ 10：00～11：30 岩間支所

問い合わせ 笠間市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL0296-78-2626
詳しくは広報かさま　お知らせ版をご覧ください 

平成29年度

第
一
火
曜
日
の
会

平
成
28
年
度

和
紙
で「
ハ
ー
ト
の
小
袋
」

手
作
り「
蝶
の
ブ
ロ
ー
チ
」

2/73/7

ボランティアサークル「夢工房」の
会員さんを講師に迎えて

笠間支所　18人参加

手提げ袋を作りました

ボランティアサークル「レクリェーションいわま」
の4人を講師に迎えて

友部福祉会館　30人参加

平成29年度 ボランティア講座の募集について平成29年度 ボランティア講座の募集について
講　座　名 開　催　日　時 開　催　場　所 講座にむけて

傾聴ボラン
ティア講座

8/30㈬・9/6㈬・9/13㈬ 9：00～12：00 友部社会福祉会館 相手の気持ちを受け入れて、心
を込めて聞くための講座です。5/26㈮・6/2㈮・6/9㈮ 9：00～12：00 岩間保健センター

手 話 講 座

毎月第2・第4金曜日 13：30～15：30
友部社会福祉会館

日常会話の手話表現技術を習
得してみませんか。
※ 笠間地区の場合、お問い合
わせください。

毎月第2・第4土曜日 10：00～12：00

毎月第2・第4土曜日 13：00～15：00 市民センターいわま

点 訳 講 座
毎月第1・第3木曜日 14：00～16：00 友部社会福祉会館 点字にはどんなルールがある

のでしょう。毎月第2・第4火曜日 13：30～15：00 市民センターいわま
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平
成
29
年
2
月
20
日
（
月
）
に
小

美
玉
市
四
季
文
化
館
（
み
の
ー
れ
）

森
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
県
央
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会
研
修
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
N
P
O
法
人
『
ポ
ル

タ
ー
モ
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
震
災

か
ら
6
年
・
語
り
と
音
楽
で
つ
む
ぐ

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
し
た
。『
ポ
ル
タ
ー

モ
』と
は
、イ
タ
リ
ア
語
で『
愛
の
扉
』

と
い
う
意
味
で
、
音
楽
を
通
し
て
社

会
貢
献
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

前
半
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
響

き
と
日
本
舞
踊
の
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
岩
手
県
大
槌
町
に
あ
る

『
風
の
電
話
』に
込
め
ら
れ
た
想
い
を

語
り
と
音
楽
で
私
た
ち
の
心
に
優
し

さ
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
風
の
電
話
』を
立
ち
上
げ
た
佐
々

木
格

い
た
る
さ
ん
と
奥
様
が
大
槌
町
か
ら
来

ら
れ
て
、「
大
震
災
・
生
か
さ
れ
た

者
の
生
き
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
大
槌
町
は
、
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
、
1
2
5
3
人

の
尊
い
生
命
を
失
い
、
ま
だ
4
0
0

人
以
上
の
人
が
行
方
不
明
だ
そ
う
で

す
。
風
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
さ

れ
た
想
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
想
い

と
亡
く
し
た
人
の
想
い
を
つ
な
げ
れ

ば
と
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
線
は

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
電
話
を

使
っ
た
多
く
の
人
が
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
や
図
書
館
も
流
さ
れ

本
を
読
む
場
所
の
な
く
な
っ
た
子
ど

も
た
ち
に
『
森
の
図
書
館
』
を
開
設
、

更
に
『
大
槌
宮
澤
賢
治
研
究
会
』
を

設
立
し
、
三
陸
沿
岸
の
復
興
を
進
め

て
い
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん
の
優
し
さ

と
行
動
力
の
あ
る
生
き
方
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
に
お

い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
に「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
方
を
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
意
思
の
あ
る
個
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
登
録
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
は
、年
間
を
通
じ
て
笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
登
録
内
容
に

応
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、「
怪
我
を
し
て
し
ま
っ

た
」「
物
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
万
が
一
に
備
え

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
0
2
9
6
―

7
8
―

2
6
2
6
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
「
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
最
大
の

危
機
」、「
暖
か
い
想
い
が
心
の
復
興

の
支
え
」と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
、

想
い
を
伝
え
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

各
市
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹

介
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
研

修
会
で
し
た
。

ボランティア活動の紹介

　

共
同
募
金
事
業
と
し
て
、
年
一

回
、
市
内
の
小
学
4
年
生
～
6
年

生
・
中
学
生
・
高
校
生
に
日
頃
、

福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と

を
各
学
校
よ
り
募
集
し
、
作
文
集

に
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
作
文
集
は
、
各
学
校
と
図

書
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
是
非
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
内
に
配
布
『
福
祉
作
文
集
』
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平成29年度　心配ごと相談所開設日程表

日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）

時間：13：00～16：00（受付は15：30までにお願いします）

笠間支所（毎週火曜日）本　所（毎週水曜日）岩間支所（毎週木曜日）
場所

月 社協笠間支所 友部社会福祉会館 岩間保健センター

4月 4日・11日・18日・25日 5日・12日・19日・26日 6日・13日・20日・27日

5月 2日・9日・16日・23日・30日 10日・24日・31日 11日・18日・25日

6月 6日・13日・20日・27日 7日・14日・21日・28日 1日・8日・15日・22日・29日

7月 4日・11日・18日・25日 5日・12日・26日 6日・13日・20日・27日

8月 1日・8日・22日・29日 2日・9日・23日・30日 3日・10日・17日・24日・31日

法律相談  ※事前に心配ごと相談所へご相談ください。

笠間支所 本　所 岩間支所
第3金曜日 10：00～12：00

※6月は第4金曜日 第1金曜日 10：00～12：00 第2金曜日 10：00～12：00

お問い合わせ先

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

善意の寄附を 「ありがとう‼」（善意銀行預託）

平成28年11月1日〜平成29年2月28日まで （順不同・敬称略）

物 品

エコキャップ、使用済み切手等
岩間第一小学校
県立中央病院(施設課・消毒室・リネン室)
旭台睦会
佐白の館
興野ダンスアカデミー
美容室リ：バース
児山甚子
土師地区社会福祉協議会
ありんこ
大原小児童クラブ（ポプラの会）
みか保育園
冨田　嘉江
稲田小児童クラブ
友部小学校児童会
株式会社　久工
ナブコシステム㈱　茨城支店
すみれこども園
岩間第一幼稚園
イチカワユニオン岩間支部
額田　義文
河内電器
日綜産業株式会社　岩間事業所
ケアハウス悠
泰栄電器株式会社
いわま保育園
ともべ幼稚園
セントラル医学検査研究所

中村　浩一
小貫　義孝
いなだ保育所
くるす保育所
茨城県動物指導センター
㈲伊藤石材工業
おしのべ保育園
友部第二中学校
大沢保育園
友部自動車教習所
㈳木犀会　さくら
ともべ保育所
宝印房
めぐみこども園
関東セキスイハイム工業㈱
加藤　信子
友部東特別支援学校
秀芳会笠間支部
山中　としい
岩間第一小学校児童クラブ
岩間中学生生徒会
越　和美
匿名
食品等
笠間市農業委員会
上郷地域うまい米づくり研究会
美留町　文男
下安居地区社会福祉協議会
介護用品等
水戸ヤクルト販売㈱　

こうゆう会　姫殿会
高齢者クラブ原宿会
匿名
衣類等
小林　良子
関　貞夫
第一生命労働組合水戸支部

金 銭
西飯田区	 ￥3,000
ひばり会	 ￥42,650
岩間ライオンズクラブ
	 ￥100,000
笠間市高齢者クラブ連合会
岩間支部女性委員会	￥30,000
笠間市体育協会　スポーツダンス部
	 ￥10,000
㈱笠間保全	 ￥3,089
笠間市ボランティア連絡協議会友部支部
	 ￥50,000
笠間地方広域事務組合
	 ￥50,000
JA常陸　笠間地区花き部会
	 ￥20,000
JA常陸友部支店	￥40,271
ごみを考える会	 ￥3,000
大旭支部民生委員一同
	 ¥5,517
望月三郎	 ￥30,000
匿名	 ￥80,643

　

今
年
も
、
新
入
社
員
が
入
っ
て

く
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
新
入
社

員
が
問
題
を
解
決
し
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
類
似
し
て
い
る
の

で
書
い
て
み
ま
し
た
。

　

九
州
・
熊
本
に
あ
る
大
手
の
会

社
で
、
半
導
体
の
生
産
を
始
め
た

頃
、
何
故
か
不
良
品
が
多
く
困
っ

て
い
ま
し
た
。

　

工
場
で
働
く
全
員
が
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
し
て
み
て
も
、
ど
う
し
て

も
不
良
品
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

あ
る
時
、
遅
番
で
出
勤
し
た
若

い
女
性
社
員
が
、工
場
の
前
を
通
っ

て
い
る
線
路
の
踏
切
で
貨
物
列
車

の
通
過
待
ち
に
あ
い
、
列
車
の
振

動
で
足
元
が
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
れ
る
の

で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
「
こ
の
振
動

が
工
場
内
に
伝
わ
り
、
製
品
に
影

響
し
て
い
る
の
で
は
」
と
、
幹
部
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
幹
部
は
え
ら
く

感
心
し
、
工
場
の
構
内
に
振
動
を

防
ぐ
深
い
堀
を
掘
っ
て
そ
こ
に
水

を
張
っ
た
と
こ
ろ
不
良
品
は
出
な

く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

何
事
に
も
疑
問
を
持
っ
て
物
事

に
当
た
れ
ば
、
こ
の
様
な
発
想
が

生
ま
れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
も
広
報
委
員
の
1
人
と
し
て

編
集
に
、
ま
た
人
間
と
し
て
、
常

に
疑
問
を
持
っ
て
人
生
を
歩
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。	

（
内
桶
）

編
集
後
記


